
1.  高砂市をより魅力的にする為に我々市民に出来ること
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ブログ　「たかお治久の活動報告」

　いつも大変お世話になっております。高砂市議会議員のたかお治久です。
今回の会報では下記の事項についてご報告させて頂きます。

１．高砂市をより魅力的にする為に我々市民に出来ること
２．たかお治久の一般質問報告（平成 30 年 3 月高砂市議会）

１）高砂市の都市計画の今後について
① 高砂の街はいつ頃どのように変わっていくのか

② 西友撤退後のまちづくりをどのように考えているのか

２）組織連携によるソリューション（課題解決）提供について
３．たかお治久のプロフィールと現在の主な役割

　先日、あるスポーツクラブのトイレで幼稚園児らしきお子さん

が、乱れたトイレのスリッパを揃えている姿を見て、私は感動す

ると共に心が洗われました。　

　行政が皆様より頂戴した税金をもとに、「住んでいることに誇

りのもてる高砂市」にしていく取り組みは当然ですが、一方で、

高砂市の構成員である市民一人ひとりが「住んでいることに誇り

のもてるまち」にする為に出来る事もあるのではないかと思って

います。

　その一つが自動車運転時に横断歩道に人が待っている時

に「止まって、譲る」行動です。法令では定められてい

るこの動作も関西では未だ浸透していません。

　スリッパを揃える子どもの行動、横断歩道で止まっ

て譲る大人の行動、一人ひとりがこのような行動を実

践することで、高砂市の魅力や印象、愛着は格段に上

がると考えます。

　共に高砂市の魅力アップに向け頑張りましょう！

是非一度ご覧下さい。



2.  たかお治久の一般質問 （H30年3月高砂市議会）

現在は

① 高砂の街はいつ頃どのように変わっていくのか
高砂市は様々な計画・検討（下図）を進めているが、いつ頃どのように変っていくのか？

平成32年頃には…。過去から色々と取り組んできている中

② 西友撤退後のまちづくりをどのように
考えているのか
行政には西友撤退で買い物に困っている人がいるとの
認識はあるのか？
あるのであればどのような対策を講じているのか？

平成 29 年 11月に高砂地区の要援護者を主に買い物に
関する調査を実施した。結果 331人から回答が得られ、
次の様な事が分かった。
① 全体の80％の方が自ら買い物に行っている。（手段＝自家用車40%、自転車・単車31%徒歩23%）
② 商店・商店街に求めるサービスは宅配サービス、少量での販売、移動販売の実施等

この調査結果を受けて高砂市としては先ずは宅配サービスの充実に取り組む事とした。
また今後は日用品、訪問理容美容、眼鏡店、クリーニング店等日常生活に密接な営業情報を掲載
した高砂地区版冊子を作成し必要な方には配布する予定。移動販売については今後調査検討する。

困っている方々への対策として、まちづくりに関する様々な計画の中で出来る事はあるのか？

立地適正化計画を定め様々な事業支援を活用し、民間事業者が都市機能整備に参入しやすい環
境づくりを進めることで、将来的には商業施設が立地できる可能性が高まると考えている。

１）　高砂市の都市計画の今後について

その為に我々市民も

出来る事をやろう！

　平成32年には「都市計画マスタープラン」の見直しが計画されています。更には、この時期に上記計画
①～⑦の検討事項も方向性が定まっており、この時期の判断が高砂の街を大きく変えるタイミング
になります。

① 立地適正化計画（コンパクトシティー化）

② 住生活基本計画
③ 高砂駅南周辺整備事業
④ 連続立体交差事業（検討）
⑤ 空き家対策事業
⑥ 南堀川周辺整備事業
⑦ 公共施設等総合管理計画　等々

平成32年頃が
高砂の街を
大きく変えるタイミング



現在の組織内の連携はどの様に行われているのか？

複数の分野がまたがる案件ではマトリックス型の組織と
し、他にも政策会議、部長会議、室長会議等を設置し連
携を図っている。

現在の組織内連携で十分だと認識しているのか？

基本的には協力していると認識しているが、市民ニーズ
や地域の課題が複雑かつ多様化しており一つの部署の取
り組みでは限界が生じていることも認識している。今後
は課題に対して異なる分野や視点からのアプローチで解
決を図る取り組みも進めたい。

　それぞれ所管は事例１がまちづくり部、事例２は福祉部。私は現在これらの課題は解決に向かう踊

り場に来ていると捉えており、他部署も自らの課題と位置づけ目標達成に具体的に取り組む事が必要

と考えています。

　また事例３は、具体的には、竜山橋と明姫幹線、生石準幹線道路付近の危険箇所。これは過去何度も危険な箇

所として改善を求めてきているのですが、市民へのソリューション提供と言う意味では、単独の組織では解決の目

途が立たず、長い期間、市民の危険が放置されたままになっています。これこそ、兵庫県との連携組織（プロジェ

クト等）を立ち上げ「期限を決めて！」住人にソリューションを提供すべきではないかと考えての提案です。

私 の 主 張 e

２）　組織連携によるソリューション（課題解決）提供について

　議員に就いて約 8 年。行政の方々と様々

な課題について解決すべく議論をしてき

ました。その中で感じているのは「縦割

りの弊害」。そして現在の行政に求められ

ているのは創造的な発想で組織の枠を超

えた連携の中での課題解決による市民満

足度のアップにあるのではないかと確信

した事にあります。この「課題解決によ

る満足の提供」を「ソリューションの提供」

と表現させて頂いています。

私がこのテーマを取り上げた理由

具体的に連携が必要と考える

３事例
をもとに質問。

「地域交通網の充実にむけて」

「地域包括ケアシステムが目指す
　　　地域コミュニティーの確立に向けて」

「交通安全対策としての
　兵庫県との連携について取り組むこと」 （提案）

1
事例目

2
事例目

3
事例目



3.  たかお治久のプロフィールと現在の主な役割

 ＜鷹尾治久後援会役員＞
会長：西本裕行　副会長：荒田修　北野光昭　松谷敏道　松野憲児　幹事：吉田淳二　会計：松森翔平　監査：和住真宏

連絡所／TEL.079-445-2395（カネカ労働組合高砂支部内）日常お困りの市政相談は、お気軽にお電話ください。

動画『知って下さい。たかお治久!!』（３分半程度）
ぜひ一度、アクセスください。　➡　　　　

　昭和 63 年 4 月に鐘淵化学工業株式会社（現㈱カネカ）に入社し 30 年。8 年前より高砂市議会議員とし

て活動をさせて頂いております。　

　今回は改めて、プロフィールと現在の主な活動についてご報告をさせて頂きます。

鷹尾治久（たかおはるひさ）
のプロフィール
昭和 39 年 10 月 21 日生まれ（東京五輪の年）
出生地：兵庫県加東郡（現加東市）滝野町新町
経　歴：滝野東小学校卒

滝野中学校卒（生徒会長 / 野球部）
県立西脇高等学校卒（野球部）
関西学院大学商学部卒（体育会ラグビー部）

勤務先：㈱カネカ
家　族：妻　子ども（2 人）
趣　味：読書、スポーツ観戦、旅行

現在の主な役割と“こだわり”
◉ 高砂市議会議員（2 期目）明風会　会派代表

　歴史を大切に新たな世代の考え方や技術を柔軟に取り入れ高砂に明るい風が吹くことを目指します

◉ ㈱カネカ労働組合高砂支部顧問
　一生懸命に働く人とそのご家族が“心晴れやかな暮らし”となる社会にしたいと思っています

◉ 島町内会（副会長）
　1200 世帯と大きな自治会。地域コミュニティーは大切です。住み良い街づくりに貢献したいと
思っています

◉ 高砂市青少年補導委員（理事）
　米田地区代表の理事として、青少年の健全な成長を見守ります

◉ 高砂市野球協会（会長）、高砂市ラグビーフットボール協会（会長）
　中学・高校では野球、大学・社会人ではラグビーを通じスポーツの良さを実感。スポーツの発展に
努めたいと思います

ホームページへアクセス！
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